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Kikuyo Town Topics まちのわだい◉身近な情報をお寄せください。　
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　ふれあいの森研修センター主催講座「子ども陶芸体
験」が10月17日、同センターで開催されました。参
加者は町内の小学生10人。講師に陶房恵泉の今

いま
村
むら

裕
ゆう

介
すけ

さん（三里木北）を招き、陶芸の工程を楽しく学びま
した。焼きあがると色が変わる土の不思議な話に参加
者たちは聞き入りながら、各々の作品を真剣に作成し
ました。参加者の一人は「土の手触りが気持ちよかっ
た。形を整えるのが難しかったけど、頑張りました。
でき上がりが楽しみです。」と感想を述べました。

くまモンのお皿作り
子ども陶芸体験講座

作品を制作する参加者と講師の今村さん

　武蔵ヶ丘北小学校の５年生71人が10月１日、稲刈
りを行いました。地域ボランティアの協力で、５月に
校内の花壇を整地して田んぼを作り、内

ない
藤
とう

静
せい

紀
き

さん
（花立）の指導の下、９月に種

たね
籾
もみ

植えと田植えを行い、
手作りのかかしを立て４カ月間大切に育ててきました。
　児童の一人は「自分たちで育てたお米を食べるのが
楽しみです。改めて農家さんの努力や苦労、そして
実ったときの喜びを知ることができました。」と感想
を述べました。

武北米収穫したよ
地域学校協働活動の一環として稲作体験を実施

慎重に稲刈りをする児童

　菊陽町シルバー人材センターの会員による清掃活動
が10月17日、役場周辺で行われました。参加者は計
110人。この活動は、地域社会への貢献とセンターを
地域住民の皆様に広く知っていただくために、年２回
実施しているものです。今回は、役場前花壇とその周
辺のごみ拾いを行いました。参加した会員は、「小雨
の中での作業でしたが、みんなと笑顔で楽しく作業が
できました。きれいになるとうれしいですね。」と笑
顔で話していました。

地域をより美しく

小雨の中活動する会員の皆さん

シルバー人材センターが清掃活動

　ゲストティーチャーによる書写指導が10月19日と
21日、菊陽西小学校で行われました。
　講師の藤

ふじ
原
はら

三
み

恵
え

子
こ

さん（宮ノ上）は、３年生174人分
の氏名入りお手本を手書きで準備し、各クラス２時間
ずつひらがなの「つり」の成り立ちから筆の持ち方な
ど丁寧に指導しました。児童の一人は「最初は上手く
書けなかったけど、上手に書けるようになってうれし
かったです。」と感想を述べました。藤原さんは、中
部小学校でも11年前から同様の活動を行っています。

上手にひらがなが書けました
地域学校協働活動の一環として書写指導を実施

筆の持ち方を指導する藤原さん

※郵送の場合、令和３年１月20日㈬消印有効
❷メール
　ホームページに掲載している応募用紙に入力し、撮影

した写真のデータ（JPEG形式、１回の受信で容量５
ＭＢ以下）を添付してください。

※応募先は、三里木町民センターです。
※作品は、町男女共同参画の啓発資料として使用します。
■賞品
　グランプリ　　５千円分の商品券
　準グランプリ　３千円分の商品券
　特別賞　　　　２千円分の商品券
　参加賞　　　　500円分の商品券
※結果は、令和３年２月19日㈮までに本人に通知します。
■申し込み・問い合わせ
　菊陽町男女共同参画さんさんの会事務局
　（三里木町民センター内）
　〒869-1101 菊陽町大字津久礼2962番地2
　メールアドレス　sanrikisenta@town.kikuyo.lg.jp
　☎（232）5536

■応募資格　町に居住、町内の事業所にお勤めの人
※プロの写真家を除く
■テーマ　性別に関わりなく、あたたかくなるような、

ちょっとした日常のひとコマ
■作品規定
◦おおむね１年以内に撮影したもの
◦一人１点まで
◦自作、未発表のもので、合成・加工したものは対象外
◦肖像権・プライバシーに侵害が生じないよう撮影者が

責任をもって被写体の人物へ承諾を得ること
■選考方法　菊陽町男女共同参画さんさんの会により、

グランプリ１人、準グランプリ１人、特別賞１人を決
定します。

※なお、上記受賞作品は、町ホームページにて掲載します。
■募集期間　12月１日㈫～令和３年１月20日㈬
■応募方法
❶持参・郵送

応募用紙（町ホームページか三里木町民センターに設
置）と２Ｌサイズの写真を提出してください。

はっぴいすまいるフォトコンテスト
年齢、性別に関わりなく、それぞれの個性と能力を発揮し、家庭、地域、職場などあらゆる分野で平等
に責任を担いあっていく社会『男女共同参画社会』を推進のため、意識啓発を目的にフォトコンテスト
を開催します。

男女共同参画フォトコ
ン

■日　時　令和３年１月16日㈯　午後２時開演
■場　所　菊陽町図書館ホール（全席自由：定員250人）
■出　演　Q

クワチュール
uatuor B

・ベー
（サクソフォーン四重奏）

■入場料　大人　　　　　800円（当日1,000円）
　　　　　高校生以下　　400円（当日　600円）
　　　　　大人ペア券　1,400円（当日1,800円）
　　　　　※未就学児は入場できません。

メール・ＦＡＸでの前売券予約もできます。
以下の事項を記入しお申込みください。
❶氏名　❷住所　❸日中連絡が取れる電話番号
❹チケットの区分と希望枚数

■前売券販売・問い合わせ　
菊陽町図書館ホール
☎（232）7756　ＦＡＸ（232）7761　メール　office-002@kikuyo-lib.jp

サクソフォーン四重奏の Quatuor B（クワチュール・ベー）によるコンサートです。
サクソフォーンの華やかな音色をお楽しみください。

第10回みんなできくよう♪コンサート

菊陽町図書館ホール自主文化事業

（一財）地域創造「公共ホール音楽活性化支援事業」
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　すぎなみ短歌会の20周年記念誌の発行の報告が11
月２日、役場で行われました。来庁したのはすぎなみ
短歌会責任者の松

まつ
本
もと

東
はる

亞
つぐ

さん（杉並台）と副責任者の梅
うめ

田
だ

國
くに

雄
お

さん（上津久礼）の２人。すぎなみ短歌会は平成
12年９月に発足し、会員が作った短歌などを歌誌「す
ぎなみ」に掲載して毎月発行したり、広報きくような
どに投稿したりしています。創刊号からの「すぎな
み」は菊陽町図書館にも郷土資料として書棚に並んで
います。ぜひ手に取ってみてください。

繋いできた20年間
すぎなみ短歌会20周年記念誌を発行

報告と謝辞を述べた松本さん（左から２人目）と梅田さん（左から３人目）

　第33回全日本マウンテンバイク選手権大会が11月
６日～８日、富士見パノラマ・リゾート（長野県）で行
われ、鎮西高校１年の山

やま
本
もと

一
いっ

晴
せい

さん（北新山）はダウン
ヒル（DHI）という種目で男子ユース３位入賞を果た
しました。山本さんは「メカトラブルなどでコント
ロールを失い、転倒してしまう場面もありましたが、
諦めずにゴールし３位を取ることができました。来年
はユース最後の年なので絶対優勝したいです。」と次
の大会への意気込みを話しました。

諦めず走り抜いた勝利

コースを走る山本さん

第33回全日本マウンテンバイク選手権大会３位
　ハロウィンイベントが10月30日、あゆむ保育園で
行われました。おばけに変身した園児たちは計20人。
今年で５回目を迎えるこのイベントは、地域の住民に
成長した子どもたちの姿を見てもらい、交流すること
を目的に行われています。例年は、複数の店舗や施設を
訪問していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため規模を縮小。保育園の近くの COCORO パ
スタ with カフェを訪問しました。秋

あき
月
づき

星
ほ

希
の

果
か

さん（津
久礼ヶ丘）は「楽しかった」と笑顔を見せました。

Trick or Treat
あゆむ保育園の園児がおばけに変身

甲斐園長先生からお菓子をもらう鶴
つる

野
の

千
ち

奈
な

さん（下原）

　町教育委員会は教職員の初任者研修を10月30日、
実施しました。町文化財の現地研修、役場新規採用職
員との異業種交流を行い、熊本菊陽学園では施設につ
いて学び、作業体験などを行いました。作業する人と
の交流をとおして、入所者がやりがいをもち、安心し
て地域の中で暮らすことができることのすばらしさを
学びました。研修で実感した町のよさを児童、生徒に
伝え、誇りをもって町を愛する子どもたちを育ててい
きたいという初任者の感想が多く寄せられました。

地域の良さを知ろう

熊本菊陽学園の施設見学で理事長から説明を受ける教職員

令和２年度菊陽町小中学校教職員初任者研修

　三里木商工繁栄会が、消費者や事業者への支援を目
的に、繁栄会の加盟店で使えるプレミアム付商品券の
販売を10月31日、三里木駅前広場で行いました。
　大勢の人々が来場し、発行冊数である600冊が完売
しました。
　同会の山

やまもと
本修

しゅういち
一会長（三里木）は「消費者や、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で売上が減少している事業
者の支援になり、商店街が賑わいを取り戻す一助に
なって欲しい。」と話しました。

商店街に賑わいを取り戻せ
三里木商工繁栄会がプレミアム付商品券を販売

　令和２年度菊陽町子ども会大会が11月１日、菊陽
町図書館ホールで開催され、200人が参加しました。
今回は、猿まわしトレーナーの「しんぱち」さんとお
猿の「こたろう」君による猿まわしショーと、子ども
会役員によるお楽しみ抽選会の二部構成で行いました。
猿まわしショーでは、「こたろう」君のボールや竹馬
を使ったさまざまな楽しい芸を見て、会場全体が笑顔
と拍手であふれ、最後のお楽しみ抽選会では豪華景品
をめぐり、子ども達は大盛り上がりでした。

町に猿のこたろう君がやってきた
菊陽町子ども会大会を開催

ボール芸を披露するこたろう君としんぱちさん 駅前広場での販売

　菊陽町読書感想画コンクールも31回目を迎え、今年
度は約4,400点の作品の中から、審査の結果、30点の
特選作品が選ばれました。作品は町内の小・中学校８校
の児童・生徒が夏休みの課題や授業で制作。子どもたち
が感じた本の世界を生き生きと表現していました。
　受賞作品は12月12日㈯～21日㈪の間、菊陽町図書館
ロビーに展示しますので、ぜひご覧ください。

第31回菊陽町読書感想画コンクール
読書感想画の特選作品が決定

〇受賞者一覧（敬称略）
学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名

小１

野
の
口
ぐち

　夏
か

鈴
りん 菊陽中部小学校

小４
佐
さ

々
さ

木
き

　蓮
れん 菊陽中部小学校

中１

香
か

月
つき

　優
ゆ

依
い 菊陽中学校

今
いま

村
むら

　颯
そ

良
ら 菊陽中部小学校 堀

ほり
口
ぐち

　寛
かん

菜
な 菊陽西小学校 吉

よし
田
だ

　一
かず

翔
と 菊陽中学校

坂
さか

田
た

　晴
はる

彬
あき 菊陽南小学校 荒

あら
木
き

　晴
せ

凪
な 菊陽西小学校 杉

すぎ
　莉

り
央
お

奈
な 武蔵ヶ丘中学校

井
いの

上
うえ

　凱
かい

晴
せい 菊陽西小学校

小５

阪
さか

田
た

　莉
り

音
ね 菊陽中部小学校 藤

ふじ
本
もと

　彩
あや

花
か 武蔵ヶ丘中学校

小2
元
もと

山
やま

　栞
かん

那
な 菊陽中部小学校 久

く
保
ぼ

　凜
りん

華
か 武蔵ヶ丘小学校

中２
前
まえ

山
やま

　紘
こう

輝
き 菊陽中学校

森
もり

田
た

　彩
さ

生
き 菊陽南小学校 坂

さか
下
した

　真
まな

翔
と 菊陽西小学校 池

いけ
田
だ

　万
ま

織
お 武蔵ヶ丘中学校

横
よこ

山
やま

　誠
せい

悟
ご 武蔵ヶ丘小学校 山

やま
本
もと

　俊
しゅんご

吾 武蔵ヶ丘北小学校 尾
お

方
がた

　怜
れ

奈
な 武蔵ヶ丘中学校

小3
巻
まき

　　侑
ゆう

志
し 菊陽北小学校

小６
宮
みや

下
した

　百
も

音
ね 菊陽中部小学校

中３
松
まつ

永
なが

　望
み

月
づき 菊陽中学校

中
なか

本
もと

　明
め

衣
い 菊陽西小学校 内

うち
賀
が

嶋
しま

琴
こと

羽
は 菊陽南小学校 藤

ふじ
原
わら

　武
むさし

蔵 武蔵ヶ丘中学校

古
ふる

澤
さわ

愛
あ

姫
き

菜
な 武蔵ヶ丘北小学校 松

まつ
尾
お

　心
ここ

実
み 菊陽西小学校 花

はな
田
だ

　綺
あや

音
ね 武蔵ヶ丘中学校

巻　侑志（菊陽北小３年）
書名「火の鳥」
絵の題名「しっこくの火の鳥」

香月　優依（菊陽中１年）
書名「シンデレラ」
絵の題名「魔法の時間」


